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オリンピックとまちづくり －2012 年ロンドンオリンピックを例に 
Olympic Cities & Urban Planning 
―Case Study:2012 London Olympics 
 
三ッ谷 洋子 1） 
Yoko Mitsuya 
 
［Abstract］ 
  Through my visit of “Olympic Park” in London for the Games of the 23rd Olympiad by my joining the special 
research tour for under constructed facilities, “London Plan” was primary functioned. 
  This plan took a new concept of consideration by the metropolitan government on “Practical usage” of these 
facilities for ordinary citizens after the Olympic Games in terms of down sizing of facilities, adding the public 
utilities and moving facilities to other area. 
  This planning procedure based on reintroducing of the “Greater London” under the city revival plan (London 
Plan) for remaking the metropolitan city initiated by the Mayor of London would teach us the necessity of “a 
new consideration for holding the Olympic games with the Urban Planning”. 
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1. はじめに 
 2009年10月中旬、オリンピックを 3 年後に控え
たロンドンを訪問し、中心会場となるオリンピッ
クパークを視察する機会を得た。施設計画には、
大会後の活用目的が明確に記されており、これま
でのオリンピックにはない新しい取組みを読み取
ることができた。これまでのオリンピックとまち
づくりの関係をふり返り、ロンドンが取組む都市
再生計画「ロンドンプラン」の内容に触れながら、
建築中のオリンピックパークの様子と計画概要に
ついて報告する。 
 
2. 現代社会の都市機能を担うスタジアム 
 米国のピュリツァー賞作家ジェームズ・A・ミ
ッチェナーは、著書「スポーツの危機」1）の中で、
「各時代の文明は、それぞれ特異な建築のシンボル
を生み、それらは単なる実利的な目的を超えた精
神的な意義をもっている」と分析している。 
 「ピラミッドの時代」に始まり、パルテノンに
象徴される「寺院の時代」。つづくローマ帝国は、
各地にコロシアムを建設したことから「スタジア
ムの時代」と括られる。さらに現代が下ると「大
教会の時代」「橋梁の時代」「鉄道の停車場の時代」
「高層建築の時代」「複雑な交通網の時代」･･･と、
シンボルとしての建築は変化し、いま再び「スタ
ジアムの時代」を迎えたとしている。 
 また、現代社会においてスタジアムが重要な都
市機能を担っていることにも注目している。そこ
で改めてオリンピック施設の建設計画を見てみる
と、多くが都市計画に組み込まれていることが分
かる。 
 例えば1964年の東京オリンピック。敗戦国日本
は、先進国への仲間入りのきっかけと捉え、オリ
ンピックを国の一大事業として位置づけ、晴れの
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舞台となる東京に、新幹線やモノレール、高速道
路など、先進国に相応しい交通基盤を整備して、
近代的な首都の体裁を整えた。 
 
3. 競技の増加で強いられる多様な施設整備 
 近代オリンピックの第 1 回大会は1896年、古代
オリンピックゆかりの地、ギリシャのアテネで行
なわれた。実施競技は陸上競技・体操・レスリン
グなど 8 競技。大会は回を重ねるごとに競技数が
増え、東京オリンピックでは20競技、2008年の第
24回北京大会では28競技に膨れ上がっている。 
 オリンピックの開催地は原則として 1 都市と
される。選手や大会関係者、報道陣などが移動し
やすいように、限られた地域に多様な施設を整備
しなければならないことから、大会施設はその地
域全体を視野に入れた整備計画が必要となる。オ
リンピックがまちづくりと密接に関わってくる理
由が、ここにある。 
 しかし、オリンピックという“壮大な祭”が終
わった後は、大会用の施設を活用するイベントが
なかなか見当らず、“地域のお荷物”となって所有
者の自治体を悩ませることが少なくない。 
 特に問題となるのが、収容人数の多いメーンス
タジアムである。近年の夏季オリンピックでも、
2000年シドニー大会が11万人（大会後： 8 万 3 千
500人）、2004年アテネ大会が 7 万 5 千人、2008年
北京大会が 9 万 1 千人(大会後： 8 万人)と、大規
模となっている。大会後に縮小したスタジアムも
あるが、それでも 7 ～ 8 万人規模の巨大施設は、
人気プロスポーツチームのホームスタジアムとす
るなど、安定した定期収入が確保されない限り、
収支のバランスをとるのは難しいのが現状である。 
 
4. 厳重な警備のオリンピックパーク 
 今回のオリンピックパーク視察は、大会組織委
員会の招待状を持つ人を対象としたミニツアーに
参加したもので、パスポートの携行を求められた。
ロンドン東部にあるストラトフォード駅前の集合
場所に集まったのは15～16人。 1 カ国から 1 グル
ープが原則のようで、服装や話している言葉から
様々な国からの参加者であることがわかった。マ
イクロバスに乗り 5 分ほどすると、塀で囲まれた
工事現場の入口に着いた。 
 制服姿の警備担当者 2 人が、犬を連れてバスの
周りをグルリと回る。不審物は見当らなかったよ
うで、 1 人がバスに乗り込んできた。参加者全員
の招待状とパスポートのチェックが終わると、よ
うやくバスは工事中のオリンピックパークに入る
ことができた。日曜日だったこともあり、工事は
休みで作業員の姿は見当らない(Photo 1)。 
 2.5平方キロメートルという広い敷地に、 9 つの
施設が整備される計画である。建設途中の施設が
多い中、外観がかなり整っていたのが、「国際放送
センター・メーンプレスセンター」（Photo 2）で
ある。 
 前方奥には、クレーン 3 機を乗せた「オリンピ
ックスタジアム」が見えた。左奥には、大胆な曲
線を活かしたデザインの「水泳センター」。鉄筋が
 
 
Photo１ 日曜日のオリンピックパークは工事も休み 
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複雑に組み合わされた構造は、博物館に展示され
ている恐竜の標本のようである（Photo 3）。敷地
をぐるりと囲む塀には、完成図が掲示されていた。
（Photo 4） 
 
 一般の工事現場と異なるのは、壁のあちこちを
彩っているロンドンオリンピックのロゴマークや、
協賛スポンサーの表示である。（Photo 5） 
 平日であればトラックが行き交っているはずの
道路を進みながら、ガイドからはオリンピックパ
 
Photo 2 国際放送センター・メーンプレスセンター 
 
 
Photo 3 恐竜の骨格を思わせる工事中の水泳センター 
 
 
Photo 4 水泳センターの完成予想図 
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ークや各施設の説明があり、視察は 1 時間半ほど
で終わった。「百聞は一見にしかず」の言葉どおり
の貴重な体験となったが、車外に一歩も出られな
かったのが心残りである。 
 
5. “オリンピック遺産”の持続的活用 
 とはいえ大きな収穫もあった。日本のマスコミ
はあまり大きく報道していないが、見落としては
ならない重要な点に気づくことができた。大会後
の施設利用計画である。配布されたオリンピック
パークの地図「explore」2）には、各施設の概要が
記されているが、「大会後」（After The Games）と
いう 1 項目があり、オリンピックが終わった後に、
地域の人々にどのように活用されるかが具体的に
明示されていた。 
 これまでのオリンピックでも、メーンスタジア
ムの座席を大会用に拡張し、終わると撤去して縮
小したり、選手村を地域住民の住居として活用し
た例は珍しくない。しかし、ロンドンのように地
域住民のための施設として、大会後の計画をこれ
ほど具体的に示している例はなかったように思う。 
 中核施設となる「オリンピックスタジアム」
(Photo 6)は、大会用に 8 万人収容の“大型スタジ
アム”として建設されるが、大会が終わると 7 割
 
Photo 5 「オリンピックスタジアム」の標識の向うの壁にはロンドンオリンピックと協賛スポンサー
のロゴマークが見える 
 
 
Photo 6  8万席のオリンピックスタジアムは、大会後に5万5千席が撤去される 
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弱の 5 万 5 千席を撤去して 2 万 5 千人収容の“中
型スタジアム”となる。地域の人口に見合った規
模なのだろう。陸上競技や各種スポーツ・文化・
教育イベントなどの会場として活用される。 
 この他、「水泳センター」には保育所やカフェ等
が併設され、家族連れでも楽しめる住民の憩いの
場となる。自転車競技用の「ヴェロ・パーク」は
市民にも開放され、マウンテンバイク用施設が増
設される。また、「バスケットボール・アリーナ」
のように、他の地域に移設される施設もある。こ
Table １ 「オリンピック・パーク」の施設概要と大会後の活用 
施  設  座席数 オリンピック パラリンピック 大会後の活用 
オリンピック・ 
スタジアム 
80,000 
開会式、閉会式 
陸上競技 
開会式・閉会式 
陸上競技 
仮 設 の 55,000 席 を 撤 去 し 、
25,000席の陸上競技場として、
各種スポーツ・教育・文化・地域
のイベントに使用 
水泳センタ  ー 17,500以上 
競泳、飛び込み、シンク
ロナイズドスイミング、水
球、近代五種（競泳） 
競泳 市民及びエリート選手用プール
として活用される他、保育所や家
族連れが親しめるように、カフェ
などを併設したオープンスペー
スのある新たなパブリック・プラザ
を整備 
ホッケ ・ーセンタ  ー 20,000 
ホッケー 5人制サッカー 
7人制サッカー 
２つのピッチは「イートン･マナ
ー」に移転 
バスケットボール・ 
アリーナ 
10,000 
～12,000 
バスケットボール 車椅子ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰ
ﾙｳｨﾙﾁｪｱﾗｸﾞﾋﾞｰ 
解体して他の地域に移設 
ハンドボール・ 
アリーナ 
7,000以上 
ハンドボール､近代五種
(フェンシング） 
ゴールボール 多目的スポーツアリーナ 
ヴェロ・パーク 6,000 
自転車競技 自転車：トラック競
技 
市民とエリート選手用自転車競
技施設。ロードレースとマウンテ
ンバイク用施設も追加 
ＢＭＸサーキット 6,000 ＢＭＸ   （大会用6,000席は仮設） 
イートン・マナ  ー ※10,500 
水泳練習場 水泳練習場、車椅
子テニス 
テニス、ホッケー、５人制フットボ
ールコートに改装 
オリンピック村 
数千の選手用 
及び役員用 
ベッド 
選手・役員用宿舎。店
舗、レストラン、医療施
設、レジャー施設及び
広大なオープンスペー
ス 
数千の選手・役員
用ベッド 
ストラトフォード市の地域プロジェ
クトとして、数千戸の新たな賃
貸・分譲住宅として供給 
国際放送セ ン タ  ー
ﾒｰ ﾝﾌﾟﾚｽｾﾝﾀｰ  
  
    地域の雇用スペース 
※オリンピック後にパラリンピックが開催される。 （2）をもとに作成） 
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のように市民のライフスタイルに合わせたスポー
ツ施設の充実と、より快適な生活環境に配慮した
計画は、オリンピックの遺産を持続的に活用する
という積極的な取組みを物語っている。（Table 1） 
 
6. 都市再生構想「ロンドンプラン」とオリンピッ
ク 
 ロンドンが大会招致を決めたのは、2005年 7 月 
6 日のシンガポールでのIOC（国際オリンピック委
員会）総会だった。モスクワ、ニューヨーク、マ
ドリード、パリなど強敵を抑えての 3 度目の大会
招致である。サミットを控えたフランスのシラク
大統領、英国のブレア首相など各国のVIPが集結
するという過熱した招致合戦で、本命はパリとの
下馬評が高かった。 
 こうした中でロンドンが勝利した理由は、陸上
中距離の金メダリストで招致委員会会長のセバス
チャン・コー（現大会組織委員会会長）のリーダ
ーシップが決め手になったといわれている。ジャ
ック・ロゲIOC会長は「ロンドンの計画には完全
に心服した。五輪をきっかけに若者がスポーツを
する環境を整える計画は、IOCの理念と一致する
ものだった」と高い評価を下した。3） 
 さらにここでもう 1 つ勝因を挙げるとすれば、
大会開催計画のバックボーンとなった「ロンドン
プラン」の存在である。このプランは、招致決定
の 1 年前、2004年 2 月にロンドンのケン・リビン
グストン市長が発表した都市再生の長期構想で、
「グレーター・ロンドンの空間開発戦略」というサ
ブタイトルが付けられている。 
 1980年代、サッチャー政権は「英国病」に陥っ
ていた経済を、民営化政策等によって立て直す一
方、ロンドン市の行政地域としていた「グレータ
ー・ロンドン」（GLC＝Greater London Council）
を廃止した。その結果、ロンドンは「黄昏のロン
ドン」と呼ばれるような斜陽のまちとなってしま
った。 
 その後、移民を中心とした人口急増や、市街地
における住宅・オフィスの不足、公共交通の老朽
化等、様々な問題が出てきた。こうした問題を解
決するためにリビングストン市長が打ち出したの
が「ロンドンプラン」だった。 
 ロンドンの地域を再び「グレーター・ロンドン」
（GLA＝Greater London Authority）として広域的に
捉え、15～20年先を見据えて社会・経済・環境の
枠組みを総合的戦略計画として示した。 
 「課題別政策」の第 3 章に、「ロンドンに住む」
「ロンドンで働く」「ロンドンを結ぶ」などと並ん
で、「ロンドンを楽しむ」項目があり、「ロンドン
の文化とスポーツ」政策が次のように述べられて
いる。4） 
―――――――――――――――――――――― 
 ◇国際的、全国的及び地域的スポーツ施設 
 （ International, national and regional sports 
facilities） 
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 市長、政府及びイギリスオリンピック委員会は、
イーストロンドンに主眼を置いた2012年オリン
ピック大会のロンドン招致の先頭に立っている。
オリンピックは、資源を掘り起こし、既に計画さ
れているインフラへの投資が間に合うように促進
し、将来の世代にとって価値ある遺産を残すとい
うことなど、イーストロンドン、特にロウワーリ
ーバレーにおける変化及び再生を促進する主要な
原動力となるだろう。オリンピックを主催するこ
とは、ロンドンプラン全体の目標に沿ったもので
ある。 
―――――――――――――――――――――― 
 さらにイーストロンドン地域の戦略として、オ
リンピック招致が「実現すれば、2012年のオリン
ピックの成功のために必要な開発が可能となり、
2012年以降においても、ロンドン市民にとって最
大の利益をもたらすために、持続可能な方法でロ
ンドンの施設を改善することができるであろう」
と、オリンピックへの大きな期待を示している。 
 
7. ロンドンの 3 つのゾーンに配置されるオリン
ピック会場 
 「ロンドンプラン」が示すように、オリンピッ
クのメーン会場となるオリンピックパークは「イ
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ーストロンドン」、つまり東部ロンドンにあるロウ
ワーリーバレーに整備されている。この地域は産
業革命以前からの工業地帯であり、一時は石油や
化学プラント工場が建設され、その後は重金属や
鉛など有害物質の“ごみ捨て場”と化していた。
そんな場所を土壌改良し、オリンピックを契機に
新たなまちを造ろうというロンドンの夢が、そこ
には描かれている。 
 ロンドンオリンピックは、この他、「リバーゾー
ン」と「セントラルゾーン」の 3 つの地域に会場
が設けられる。「リバーゾーン」はテムズ川沿いの
地域で、ボクシングや体操競技用の「O2（オーツ
ー）アリーナ」、柔道・卓球会場となる「エクセル・
エキシビションセンター」などがある。 
 「セントラルゾーン」はロンドン中心部と西部
の地域で、市内のハイドパークはトライアスロン
会場となる。西部にある「ウエンブリー・スタジ
アム」ではサッカー、「ウィンブルドン」(オール
イングランド・ローンテニス＆クロッケークラブ)
ではテニスが行なわれる。 
 英国政府はロンドンオリンピックに向け、2007
年 7 月に「 5 つの約束」を発表して国民の理解を
求めている。 
 〔英国政府の 5 つの約束〕 
  1. 英国を、世界をリードするスポーツ大国に
する。 
  2. ロンドン東部を、オリンピックを契機に再
生する。 
  3. 新世代の若者たちが、地域におけるボラン
ティア活動や文化・体育的活動の担い手と
なるように啓発する。 
  4. オリンピック・パークを「持続可能な暮ら
し」のモデルにする。 
  5. 暮らしていく上で、また観光で訪れたりビ
ジネスを行なったりする上で、英国がクリ
エイティブで、開放的であり、居心地がい
い国であることを世界に示す。 
 
8. まとめ 
 ロンドンがオリンピック招致を決めた日の翌日、
ロンドン市内の地下鉄で 3 ヵ所の同時テロ、その 
1 時間後にはバスが爆発して56人が死亡するとい
う、衝撃的な事件が起きた。様々な問題を抱える
現代の都市は、その歴史や社会的背景によって、
オリンピックの位置付けが異なる。 
 今回、ロンドンのオリンピックパークを視察し、
施設計画の基盤となっている「ロンドンプラン」
を読んで、改めて確認できたことがある。それは、
オリンピックの施設計画がロンドン市民の生活に
足場を置いたものであり、まちづくり計画として
市民生活の青写真を示していることである。 
 昨秋、東京都は2016年の夏季オリンピック招致
に失敗したが、再び2020年の大会開催地に名乗り
をあげようとしている。東京都が新たに掲げる招
致計画には、10年後、20年後の都民の暮らしや夢
がどのように描かれるのだろうか。「オリンピック
によるまちづくり」の視点から考えてみることも、
重要ではないかと思う。 
 
〔参考資料〕 
 1 ）スポーツの危機 下巻:ジェームズ・A・ミッチ
ェナー著、サイマル出版会､1978 年. 
 2 ）explore:Olympic Delivery Authority 2009. 
 3 ）日経新聞：2005 年 7 月 7 日． 
 4 ）ロンドンプラン ―グレーター・ロンドンの
空間開発戦略：大ロンドン市長ケン・リビン
グストン編、都市出版、2005 年． 
 5 ）英国投資貿易庁（UKTI）オフィシャルサイト． 
 6 ）ロンドン市オフィシャルサイト． 
 7 ）ロンドン 2012 オリンピック・パラリンピッ
クオフィシャルサイト． 
 8 ）国際オリンピック委員会（IOC）オフィシャ
ルサイト． 
 
※掲載写真は全て筆者が2009年10月18日に撮影
したものである。 
 
 
 
 
 －64－
 
 
 
 
